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証券コード３１５４
平成28年９月５日

株 主 各 位
東京都中央区京橋一丁目１番１号
メディアスホールディングス株式会社
代表取締役社長 池 谷 保 彦

　
第７期定時株主総会招集ご通知

　
拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
　さて、当社第７期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席賜りますようご通
知申しあげます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面又はインターネットによって議決権を行使することが
できますので、誠にお手数ながら、後記の株主総会参考書類をご検討頂き、平成28年９月20日
（火曜日）午後５時30分までに議決権を行使してくださいますようお願い申しあげます。

敬 具
記

　

1. 日 時 平成28年９月21日（水曜日）午前10時
（受付開始予定時刻 午前９時）

2. 場 所 東京都千代田区丸の内一丁目８番１号
丸の内トラストタワーＮ館11階
トラストシティ カンファレンス･丸の内 会議室

3. 会議の目的事項
報 告 事 項 1. 第７期（自平成27年７月１日 至平成28年６月30日）事業報告、

連結計算書類並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結
果報告の件

2. 第７期（自平成27年７月１日 至平成28年６月30日）計算書類報
告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 定款一部変更の件
第３号議案 取締役９名選任の件
第４号議案 監査役１名選任の件
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4. 議決権行使に
ついてのご案内

３頁に記載の「議決権行使についてのご案内」をご参照ください。

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
◎ 当日ご出席の際は、同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申しあげます。
◎ 本招集ご通知に際して提供すべき書類のうち、「連結株主資本等変動計算書」、「連結注記表」、「株主資本等
変動計算書」及び「個別注記表」につきましては、法令及び定款第15条の規定に基づき、インターネット上
の当社ウェブサイト（※）に記載しておりますので、本招集ご通知の添付書類には記載しておりません。本
招集ご通知の添付書類は、監査報告を作成するに際し、監査役及び会計監査人が監査をした対象の一部で
す。

◎ 株主総会参考書類及び添付書類に修正が生じた場合は、インターネット上の当社ウェブサイト（※）に掲載
させて頂きます。

　 ※当社ウェブサイト（http://www.medius.co.jp）
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議決権行使についてのご案内
　

株主総会にご出席いただける場合
開催日時 平成28年９月21日（水曜日）午前10時開催（受付開始予定時刻：午前９時）

　
同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください。（ご捺印は不要です。）
また、代理人によるご出席の場合は、委任状を議決権行使書用紙とともに会場受付にご提出ください。（代理人の資
格は、当社定款の定めにより、議決権を有する他の株主様に限るものとさせて頂きます。）
また、資源節約のため、本招集ご通知を会場までご持参くださいますようお願い申しあげます。

書面にてご行使いただく場合
行使期限 平成28年９月20日（火曜日）午後５時30分到着分まで

　
同封の議決権行使書用紙に、議案に対する賛否をご記入頂き、行使期限までに到着するようご返送ください。
なお、各議案につき賛否のご表示がない場合は、賛の表示があったものとして取り扱わせて頂きます。

インターネットによりご行使いただく場合
行使期限 平成28年９月20日（火曜日）午後５時30分まで

　
ウェブサイト（http://www.e-sokai.jp）にアクセスして頂き、行使期限までに賛否をご入力ください。
複数回にわたりご行使された場合の議決権の取り扱い
●郵送とインターネットにより重複して議決権をご行使された場合は、インターネットによる議決権行使の内容を
有効として取り扱わせて頂きますのでご了承ください。
●インターネットにより複数回にわたり議決権をご行使された場合は、最後にご行使された内容を有効とさせて頂
きます。またパソコンとスマートフォン等で重複して議決権をご行使された場合も、最後にご行使された内容を
有効とさせて頂きます。

　
◆議決権行使ウェブサイトをご利用いただくために、プロバイダーへの接続料並びに通信事業者への通信料金
（電話料金等）などが必要となる時がありますが、これらの料金は株主様のご負担となります。

　
《インターネットによる議決権行使に関するお問合わせ》

インターネットによる議決権行使に関してご不明な点につきましては、以下にお問合わせ
くださいますようお願い申しあげます。

【株主名簿管理人】 日本証券代行株式会社 代理人部
【ウェブサポート専用ダイヤル】 0120-707-743（フリーダイヤル）
【受付時間】 9：00～21：00 受付（土曜・日曜・祝日も含む）
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【インターネットによる議決権行使のご案内】

インターネットにより議決権を行使される時は、下記事項をご了承のうえ、行使して頂きますようお願い申しあ
げます。
◆インターネットによる議決権行使は、当社の指定する議決権行使ウェブサイト（http://www.e-sokai.jp）
をご利用いただくことによってのみ可能です。
なお、議決権行使ウェブサイトは、一部の携帯電話端末（スマートフォン等）を用いるときを除き、携帯電
話を用いたインターネットではご利用いただけませんのでご了承ください。

　
◆インターネットによる議決権行使は、議決権行使結果の集計の都合上、平成28年９月20日（火曜日）の午
後５時30分までに行使されますようお願いいたします。
パスワードは、ご投票される方が株主さまご本人であることを確認する手段です。
本総会終了時まで暗証番号と同様に大切に保管願います。
なお、議決権行使コード並びにパスワードのご照会にはお答えできませんのでご了承ください。

　
◆議決権行使サイトをご利用いただくためには、次のシステム環境が必要です。
①パソコンからインターネットにアクセスできること。
②インターネット閲覧（ブラウザ）ソフトウェアとして、Microsoft Internet Explorer ver.5.01SP2以降
を使用できること。

③ハードウェアの環境として、上記インターネット閲覧（ブラウザ）ソフトウェアを使用することができる
こと。
④議決権行使サイトにおいて株主総会招集ご通知・株主総会参考書類をご覧になるときには、Adobe
Acrobat Reader Ver.4.0以降又はAdobe Reader ver.6.0以降を使用できること。
＊Microsoft並びにInternet Explorerは、米国Microsoft Corporationの米国並びにその他の国における
登録商標又は商標です。
＊Adobe Acrobat Reader並びにAdobe Readerは、Adobe Systems Incorporated（アドビシステ
ムズ社）の米国並びにその他の国における登録商標又は商標です。

以 上
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1. 企業集団の現況に関する事項
（1）事業の経過及びその成果
　当連結会計年度におけるわが国経済は、原油等の資源価格の下落を背景とした企業収益の改善
や雇用情勢の好転による緩やかな回復基調が一部では見られましたが、景気全体としては足踏み
状態が続き、個人消費が伸び悩む中、中国を始めとした新興国経済の減速に加え英国のＥＵ離脱
決定を背景とした金融市場の混乱による景気減速の懸念が強まっております。
　医療業界におきましては、平成28年度の診療報酬改定が決定し、医師の人件費等に当たる
「診療報酬本体」は0.49％引き上げ、医薬品や材料の価格である「薬価部分」は1.33％（うち材
料価格は0.11％）引き下げとなることから、診療報酬全体（ネット）では0.84％のマイナスと
なりました。改定の基本方針として地域包括ケアシステムの推進と医療機能の分化・強化、連携
に関する充実等が掲げられており、急性期病院の施設基準が厳格化される一方、外来や在宅医療
の推進が図られ、認知症ケアや小児、救急医療等が重点分野とされ、地域の診療所や薬局におけ
る「かかりつけ機能」をより評価する施策が盛り込まれております。
　当社グループが属する医療機器販売業界におきましては、地域包括ケアシステムの推進による
医療機関の経営環境の変化によって複合的なサービスへの要求の更なる高まりが見込まれること
に加え、業界内での大型のＭ＆Ａや他業界からの参入による競争激化から、医療機関との継続的
な取引関係の維持において様々な提案力が引き続き求められてくると考えられます。
　このような経営環境の下、当社グループは「地域医療への貢献」を経営理念に掲げ、医療機器
の供給を始めとして、ＩＴによる管理システムや物流の効率化、高度・先進医療技術や医療現場
に関する情報提供など医療経営のサポートを推進することで、多様化する医療ニーズに応え、高
度で信頼できる医療環境の創造へ貢献することを目標とし、特にＳＰＤ事業の拡大に注力してお
り、医療材料(消耗品)の販売を通じた手術室業務支援ソフトウェア「サージレーン」や医療材料
データベース・医療材料分析サービス「メッカル」、手術室の貸出品管理を目的とした手術室情
報管理システム「ＭＯＲＩＳＳ」の提案等、医療機関の経営改善に繋がる複合的なサービスの推
進に努めました。
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売上高 （単位：億円）

第６期 第７期

営業利益 （単位：億円）

第６期 第７期

経常利益 （単位：億円）

第６期 第７期

親会社株主に帰属する当期純利益
 （単位：億円）

第６期 第７期

1,461

6.77

10.33

4.33

9.87

14.49
8.99

1,584

　その結果、売上高については、前期は大型の設備案件が大幅に減少しておりましたが、当期に
おいては医療機関の増改築に伴う備品案件獲得や一般消耗品の売上が堅調に推移したため、前期
を上回ることができました。一般消耗品のうちＳＰＤ事業においては想定した利益率を下回り、
前期と比較して売上総利益率が若干低下したものの、備品販売において堅調に利益を確保するこ
とができたため、売上総利益全体としては、前期を上回ることができました。販売管理費につい
ては、新規物流センター開設に伴う外部委託先に対する業務委託費や、新規ＳＰＤ案件の初期導
入に係る人件費等が増加しました。
　この結果、当連結会計年度における売上高は158,400百万円(前期比8.4％増)、営業利益は
987百万円(同45.8％増)、経常利益は1,449百万円(同40.2％増)、親会社株主に帰属する当期純
利益は899百万円(同107.7％増)となりました。

　

宝印刷株式会社 2016年08月29日 16時41分 $FOLDER; 6ページ （Tess 1.40(64) 20140530_01）



7

売上高 （単位：億円） 営業利益 （単位：億円）

1,426
42.52

1,547
46.81

第６期 第７期 第６期 第７期

売上高 （単位：億円） 営業利益 （単位：億円）

35
3.67 3.99

36

第６期 第７期 第６期 第７期

事業セグメント別の業績の概況
　
①医療機器販売事業
売上高 1,547億34百万円
（前期比8.5％増）
営業利益 46億81百万円
（前期比10.1％増）

　
　医療機器販売事業の売上高では、消耗品については、新規獲得したＳＰＤ契約による消耗品売
上のベースアップもあり、堅調に進捗しました。備品については、病院等の新築及び増改築に伴
う備品の獲得があり前期に比べて増加しました。この結果、売上高は154,734百万円(前期比8.5
％増)となりました。利益面では、医療機関からの値下げ要求の高まる中、ＳＰＤ事業における
利益率低下の影響等により前期に比べて消耗品の売上総利益率については若干低下しましたが、
販売高増加による販売促進リベートの効果もあり、売上総利益は前期に比べて増加しました。備
品についても売上総利益率は前期よりも若干低下しましたが、超音波診断装置や各種臨床検査機
器等の診断検査機器等や手術室関連の備品販売があり売上総利益は前期に比べて増加しました。
この結果、売上総利益は14,542百万円(同5.3％増)となりました。
　また、セグメント利益(営業利益)は、4,681百万円(同10.1％増)となりました。
　
②介護・福祉事業
売上高 36億65百万円
（前期比3.3％増）
営業利益 3億99百万円
（前期比8.7％増）

　
　介護・福祉事業は、営業体制の整備等の効果により介護機器のレンタル事業が堅調に推移し、
また㈱ケアフォースを連結の範囲に含めたことによる影響もあり、売上高は3,665百万円(前期
比3.3％増)となりました。利益についても、㈱ケアフォースの影響や前期に比べて売上原価が低
減したことなどにより、売上総利益は1,528百万円(同6.4％増)となりました。
また、セグメント利益(営業利益)は、399百万円(同8.7％増)となりました。
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（注）当社グループのセグメントは、次のとおりであります。
医療機器販売事業……（医療機器販売事業）

国内の医療機器メーカー・代理店・商社等より仕入れた医療機器（備品・
消耗品）を、国内の病院等医療施設に販売しており、当社グループの基幹
となる事業であります。
（医療機器の修理及びメンテナンス事業）
当社グループが病院等医療施設に販売した医療機器の修理及びアフターサ
ービス、病院等医療施設との保守契約に基づく医療機器全般のメンテナン
スを行っております。

介護・福祉事業………国内外の介護福祉機器メーカー・代理店・商社等より仕入れた介護福祉機
器（備品・消耗品）を、国内の病院等医療施設及び介護施設並びに医療機
器販売業者、一般個人に販売しております。また、介護福祉機器の一般個
人へのレンタルを行っております。

　
（2）資金調達の状況
　当連結会計年度における資金調達につきましては、特筆すべき事項はありません。
　
（3）設備投資等の状況
　当連結会計年度において実施した設備投資の総額は594,190千円であります。（うち当社グル
ープで使用する基幹システム等の機能強化を中心とした費用229,125千円）
　
（4）事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
　該当事項はありません。
　
（5）事業の譲受けの状況
　該当事項はありません。
　
（6）吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
　該当事項はありません。
　
（7）他の会社の株式その他の持分若しくは新株予約権等の取得又は処分の状況
　該当事項はありません。
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（単位：億円）

第４期 第５期 第６期 第７期

売上高

（単位：円）

第４期 第５期 第６期 第７期

１株当たり当期純利益
（単位：円）

第４期 第５期 第６期 第７期

１株当たり純資産
（単位：億円）■ ■ 総資産　■ ■ 純資産

第４期 第５期 第６期 第７期

総資産/純資産

（単位：億円）

第４期 第５期 第６期 第７期

経常利益
（単位：億円）

第４期 第５期 第６期 第７期

親会社株主に帰属する当期純利益

1,3401,340
1,4591,459 1,4611,461

1,5841,584

314.63314.63 333.55333.55

137.98137.98

277.56277.56
2,269.972,269.97

2,515.592,515.59
2,865.522,865.52

17.1917.19
20.4120.41

10.3310.33

14.4914.49
8.968.96

9.689.68

4.334.33

8.998.99

401.80401.80
432.72432.72

479.36479.36

64.6264.62 73.0573.05 85.1985.19 92.9092.90

2,627.852,627.85464.93464.93

（8）財産及び損益の状況
　

区 分 第４期
平成25年６月期

第５期
平成26年６月期

第６期
平成27年６月期

第７期
（当連結会計年度）
平成28年６月期

売 上 高（千円） 134,010,543 145,969,388 146,168,943 158,400,395

経 常 利 益（千円） 1,719,662 2,041,955 1,033,962 1,449,437
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益（千円） 896,227 968,569 433,295 899,912

１ 株 当 た り
当 期 純 利 益 （円） 314.63 333.55 137.98 277.56

総 資 産（千円） 40,180,931 43,272,878 46,493,144 47,936,988

純 資 産（千円） 6,462,677 7,305,066 8,519,975 9,290,431
１ 株 当 た り
純 資 産 （円） 2,269.97 2,515.59 2,627.85 2,865.52

　

（注）１．１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数に基づき算出しております。
２．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用し、当連結会計

年度より、「当期純利益」を「親会社株主に帰属する当期純利益」としております。
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（9）対処すべき課題
　政府は高齢化進展による2025年問題を見据え、診療報酬の見直し、病院の機能分化等の医療
提供体制の整備を図っており、医療機器販売業界では償還価格の下落や競争激化による利益率の
低下という影響を受けています。医療機器メーカーによるリスク低減施策としての大手ディーラ
ーへの取引先集約という動きもあることから、中小企業の多い医療機器販売業界においては、企
業規模、商圏の拡大を目的とした経営統合の誘因が一層強まるものと考えられます。
　このような状況の中、当社グループが中長期的な成長を維持して企業価値の最大化を図ってい
くために取り組むべき課題は次のとおりであります。
　
① 競争力の強化
　当社グループの成長戦略の中核となる地域は、国内最大の市場である東京都を中心とする首
都圏です。今までに培ったノウハウと情報ネットワークを活用して、医療機器の販売だけでな
く病院物流管理システムの構築や医療材料データベースの提供、医療材料の消費分析、病院経
営セミナーの開催等、病院の経営改善に総合的に貢献できる企業として引き続き首都圏の医療
機関へ積極的に提案を行い、市場シェアの獲得へつなげるとともに、東海地区・北関東地区・
東北地区における体制の更なる盤石化を図る方針です。
　また、当社グループは品質管理体制や物流システムをさらに強化して、医療機関の皆様が医
療機器を安全に、安心してお使いいただけるように取り組んでいく方針です。
　
② 営業生産性の向上
　医療制度改革により、医療機関の機能分化・強化が進むことで、各地域における医療機関か
らのニーズが多様化・専門化することが見込まれます。当社グループは、様々な医療機関のニ
ーズに応えるために、各子会社の営業組織の運営・支援体制の強化を図ってまいります。これ
により、営業社員一人当たりの生産性の向上を通じ、グループ全体の収益性の向上を目指して
まいります。
　
③ 人材育成
　大きな転換期を迎えている医療環境の中で、慣習や経験に囚われることのない自由闊達な社
風の醸成と人材の育成を図る方針です。また、ＩＴを活用した情報の共有化やeラーニングに
よる教育のほか、グループや部門横断型の分科会の取組みによる体制・連携の強化と個々のス
キルアップ、並びに各職位別の教育プログラムによる次世代の経営人材育成にも取り組んでい
く方針です。
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④ 効率的な経営体質
　当社グループは、効率的な経営体質と内部統制の強化を目的として、基幹コンピュータシス
テムを開発し、グループ事業会社各社に導入しております。当該システムにおいて、主要仕入
先の購買業務を共通化し、発注及び購買業務、支払業務及び資金管理を共有化し、業務効率及
び資金効率の向上を図っています。中核子会社においては導入から数年が経過し、システムの
開発及び運用の両側面において成熟しつつありますが、引き続き管理業務の効率化に取り組み
ながらも、モバイル端末の活用等による営業活動の効率化及び経営判断に有用な情報を適時に
提供するための分析機能の更なる向上を目指しシステムを強化していく方針です。
　
（10）主要な事業内容（平成28年６月30日現在）
　当社グループは、医療機器の販売及びメンテナンス、介護福祉機器の販売及びレンタルを主な
事業として取り組んでおります。
　
（11）重要な子会社の状況

名 称 資本金 当社の
議決権比率 主要な事業内容

協和医科器械株式会社
千円 ％ 医療器具及び医療用機器等の販売

介護福祉機器の販売及びレンタル80,000 100

株式会社栗原医療器械店 80,000 100 医療器具及び医療用機器等の販売
介護福祉機器の販売及びレンタル

株式会社オズ 20,000 100 医療器具及び医療用機器等の販売

株式会社メディカルバイオサイエンス 11,000 100 医療機器の修理及びメンテナンス業務

メディアスソリューション株式会社 20,000 100
医療用材料管理業務の受託及び医療用
材料の購買・在庫管理ソフトのＡＳＰ
サービス事業

株式会社ネットワーク 50,000 100 医療器具及び医療用機器等の販売

株式会社秋田医科器械店 10,000 100 医療器具及び医療用機器等の販売及び
修理

株式会社ジオット 20,000 100 医療器具及び医療用機器等の販売及び
修理

株式会社ケアフォース 50,000 100 介護機器の輸入・販売
　

（注）１．議決権比率は子会社による間接所有を含んでおります。
　 ２．特定完全子会社に該当する子会社はありません。
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（12）支店及び営業所（平成28年６月30日現在）
① 当社 東京都中央区京橋一丁目１番１号

　
② 子会社
　協和医科器械株式会社

本社 静岡県静岡市駿河区池田156番地の２
支店及び営業所 神奈川県内 ２拠点

静岡県内 ６拠点
愛知県内 ５拠点
山梨県内 １拠点

　
　株式会社栗原医療器械店

本社 群馬県太田市清原町４番地の６
支店及び営業所 群馬県内 ３拠点

埼玉県内 ４拠点
茨城県内 ２拠点
栃木県内 １拠点
東京都内 ５拠点
千葉県内 ２拠点

　
　株式会社オズ

本社 静岡県静岡市駿河区高松二丁目23番39号
営業所 静岡県内 ３拠点

愛知県内 １拠点
　
　株式会社メディカルバイオサイエンス

本社 群馬県太田市清原町１番地の10
営業所 群馬県内 １拠点

埼玉県内 １拠点
茨城県内 １拠点

　
　メディアスソリューション株式会社

本社 東京都千代田区神田須田町一丁目８番４号
事業本部 群馬県内 １拠点

　
　株式会社ネットワーク

本社 東京都渋谷区幡ヶ谷二丁目21番４号
　
　株式会社秋田医科器械店

本社 秋田県秋田市仁井田中谷地130番地２
営業所 秋田県内 ３拠点

　
　株式会社ジオット

本社 福島県郡山市桑野五丁目14番６号
営業所 福島県内 ５拠点

　
　株式会社ケアフォース

本社 東京都千代田区霞が関三丁目２番６号
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（13）従業員の状況（平成28年６月30日現在）

従 業 員 数 前期比増減 平 均 年 齢 平均勤続年数

1,457名 ６名増 36.7歳 10.1年
　

（注）従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの
出向者を含んでおります。

　
（14）主要な借入先及び借入額（平成28年６月30日現在）

借 入 先 借 入 額

株式会社みずほ銀行 千円
1,261,255

株式会社静岡銀行 976,290

株式会社群馬銀行 937,642

株式会社埼玉りそな銀行 608,913

株式会社清水銀行 535,795

株式会社栃木銀行 367,019

株式会社東和銀行 339,100

株式会社三井住友銀行 300,000

株式会社足利銀行 148,694

株式会社東邦銀行 140,000

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 100,000

株式会社中京銀行 90,850

水戸信用金庫 42,000

株式会社商工組合中央金庫 21,800

株式会社北都銀行 20,000

株式会社秋田銀行 20,000

株式会社八十二銀行 3,314
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2. 当社の株式に関する事項（平成28年６月30日現在）
　

（1）発行可能株式総数 9,900,000株
（2）発行済株式の総数 3,242,142株（自己株式114株を除く）
（3）株主数 1,529名
（4）大株主（上位10名）

株主の氏名又は名称 持 株 数 持 株 比 率

株式会社エム・ケー 株
405,000

％
12.49

株式会社イケヤ 320,000 9.87
メディアスホールディングス従業員持株会 272,852 8.41

栗原医療従業員持株会 115,900 3.57

池谷 保彦 90,334 2.78

永田 幸夫 90,210 2.78

梅澤 悟 88,800 2.73

野田 了子 66,150 2.04

アルフレッサホールディングス株式会社 63,800 1.96

福井医療株式会社 60,000 1.85
　

（注）持株比率は自己株式を控除して計算しております。
　
（5）その他株式に関する重要な事項
　該当事項はありません。
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3. 当社の会社役員に関する事項
　

（1）取締役及び監査役
（平成28年６月30日現在）

　

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 社 長 池 谷 保 彦

当社社長執行役員
協和医科器械株式会社取締役
株式会社栗原医療器械店取締役
株式会社オズ取締役
株式会社エヌエイチエス静岡取締役
メディアスソリューション株式会社取締役
株式会社イケヤ代表取締役社長

取 締 役 栗 原 勝

当社常務執行役員営業管理統括本部長
株式会社栗原医療器械店取締役
株式会社メディカルバイオサイエンス取締役
株式会社エム・ケー取締役
株式会社ジオット取締役

取 締 役 芥 川 浩 之 当社常務執行役員経営推進本部長兼経営企画部長

取 締 役 梅 澤 悟
当社専務執行役員
株式会社栗原医療器械店代表取締役社長執行役員
株式会社メディカルバイオサイエンス取締役
株式会社秋田医科器械店取締役

取 締 役 平 野 清
当社専務執行役員
協和医科器械株式会社代表取締役社長執行役員
株式会社オズ取締役

取 締 役 野 中 治 男 株式会社栗原医療器械店取締役副社長執行役員

取締役（社外取締役） 遠 山 峰 輝 株式会社メディカルクリエイト代表取締役社長

取締役（社外取締役） 信 友 浩 一 株式会社信友ムラ事務所代表取締役

取締役（社外取締役） 越 後 純 子 国家公務員共済組合連合会虎の門病院医療安全部
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地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

常 勤 監 査 役 小 林 勝 美 メディアスソリューション株式会社監査役
認定特定非営利活動法人腎臓病早期発見推進機構監事

監査役（社外監査役） 大 澤 恒 夫 弁護士（大澤法律事務所代表）
桐蔭横浜大学法科大学院教授

監査役（社外監査役） 武 内 秀 明
弁護士（武内法律事務所代表）
公益財団法人日揮社会福祉財団理事
株式会社イチケン取締役

監査役（社外監査役） 寺 井 宏 隆 第二電力株式会社代表取締役会長
株式会社ＷＥＢマーケティング総合研究所取締役

監査役（社外監査役） 桑 原 和 明 税理士（桑原税理士事務所代表）
　

（注）１．監査役桑原和明氏は、税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有するも
のであります。

　 ２．当社は、遠山峰輝氏、信友浩一氏、越後純子氏、大澤恒夫氏、武内秀明氏、寺井宏隆氏及び桑原和明
氏を株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員として、同取引所に届け出ております。

３．監査役宮﨑清英氏は、平成27年９月25日開催の第６期定時株主総会終結の時をもって、辞任により
退任いたしました。

（2）責任限定契約の内容の概要
（社外取締役）

氏 名 責任限定契約の内容

遠 山 峰 輝 会社法第427条第１項の規定により、任務を怠ったことによる損害賠償責任を限定
する趣旨の責任限定契約を締結しております。当該契約に基づく賠償の限度額は
300万円以上であらかじめ定めた金額又は法令が規定する額のいずれか高い額であ
ります。

信 友 浩 一

越 後 純 子

（監査役）
氏 名 責任限定契約の内容

小 林 勝 美

会社法第427条第１項の規定により、任務を怠ったことによる損害賠償責任を限定
する趣旨の責任限定契約を締結しております。当該契約に基づく賠償の限度額は
200万円以上であらかじめ定めた金額又は法令が規定する額のいずれか高い額であ
ります。

大 澤 恒 夫

武 内 秀 明

寺 井 宏 隆

桑 原 和 明
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（3）取締役及び監査役の報酬等の決定方針の決定方法及び当該方針の内容
① 取締役 当社は取締役の報酬を職務責任の対価と業績向上への報酬という２つの側面か

ら評価し、取締役会にて決定しております。
② 監査役 監査役報酬は、監査役の協議により決定しております。
　
（4）当該事業年度に係る取締役及び監査役の報酬等の総額
　

区分
取 締 役
（社外取締役）

監 査 役
（社外監査役） 計

支給人員 支 給 額 支給人員 支 給 額 支給人員 支 給 額

報 酬 等 ９名
（３名）

115,350千円
（13,650千円）

６名
（４名）

32,850千円
（15,750千円）

15名
（７名）

148,200千円
（29,400千円）

　

（注）期末現在の人員数は取締役９名、監査役５名であります。
　
（5）社外役員に関する事項
　① 他の法人等の業務執行者等の兼職の状況
　

地 位 氏 名 兼職先及び兼職内容

社 外 取 締 役 遠 山 峰 輝 株式会社メディカルクリエイト代表取締役社長

社 外 取 締 役 信 友 浩 一 株式会社信友ムラ事務所代表取締役

社 外 取 締 役 越 後 純 子 国家公務員共済組合連合会虎の門病院医療安全部

社 外 監 査 役 大 澤 恒 夫 弁護士（大澤法律事務所代表）
桐蔭横浜大学法科大学院教授

社 外 監 査 役 武 内 秀 明
弁護士（武内法律事務所代表）
公益財団法人日揮社会福祉財団理事
株式会社イチケン取締役

社 外 監 査 役 寺 井 宏 隆 第二電力株式会社代表取締役会長
株式会社ＷＥＢマーケティング総合研究所取締役

社 外 監 査 役 桑 原 和 明 税理士（桑原税理士事務所代表）
　

（注）各社外役員の兼職先と当社グループとの間には特別な利害関係はありません。
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　② 主要な活動状況
　

地 位 氏 名 主要な活動状況

社 外 取 締 役 遠 山 峰 輝
当事業年度中に開催された取締役会（18回中16回）に出
席し、主に販売戦略や業界分析等について適宜的確な意見
を述べました。

社 外 取 締 役 信 友 浩 一
当事業年度中に開催された取締役会（18回中17回）に出
席し、主に販売戦略や業界分析等について適宜的確な意見
を述べました。

社 外 取 締 役 越 後 純 子
平成27年９月25日就任後に開催された取締役会(13回中
12回)に出席し、主に販売戦略や業界分析等について適宜
的確な意見を述べました。

社 外 監 査 役 大 澤 恒 夫

当事業年度中に開催された取締役会（18回中13回）及び
監査役会（14回中９回）に出席し、取締役及び監査役の意
思決定の適正性を確保するための質問その他発言並びに報
告を適宜行いました。また、取締役等からの経営・財務・
業務の運営等の状況に関するヒアリング並びに常勤監査役
及び内部監査室からの監査の実施状況に関するヒアリング
を適宜行いました。

社 外 監 査 役 武 内 秀 明

当事業年度中に開催された取締役会（18回中18回）及び
監査役会（14回中14回）に出席し、取締役及び監査役の
意思決定の適正性を確保するための質問その他発言並びに
報告を適宜行いました。また、取締役等からの経営・財
務・業務の運営等の状況に関するヒアリング並びに常勤監
査役及び内部監査室からの監査の実施状況に関するヒアリ
ングを適宜行いました。

社 外 監 査 役 寺 井 宏 隆

当事業年度中に開催された取締役会（18回中18回）及び
監査役会（14回中14回）に出席し、取締役及び監査役の
意思決定の適正性を確保するための質問その他発言並びに
報告を適宜行いました。また、取締役等からの経営・財
務・業務の運営等の状況に関するヒアリング並びに常勤監
査役及び内部監査室からの監査の実施状況に関するヒアリ
ングを適宜行いました。

社 外 監 査 役 桑 原 和 明

平成27年９月25日就任後に開催された取締役会（13回中
13回）及び監査役会（11回中11回）に出席し、取締役及
び監査役の意思決定の適正性を確保するための質問その他
発言並びに報告を適宜行いました。また、取締役等からの
経営・財務・業務の運営等の状況に関するヒアリング並び
に常勤監査役及び内部監査室からの監査の実施状況に関す
るヒアリングを適宜行いました。

（注）社外取締役越後純子氏、社外監査役桑原和明氏は平成27年９月25日就任であります。
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4. 会計監査人の状況
　

（1）会計監査人の名称
　有限責任監査法人トーマツ
　
（2）当事業年度に係る報酬等の額
① 会計監査人の報酬額の同意について
監査役会は、公益社団法人日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務
指針」を踏まえ、取締役、社内関係部署及び会計監査人からの必要な書類の入手や報告の
聴取を通じて、前期の監査実績の分析・評価、監査計画における監査時間・配員計画、会
計監査人の職務遂行状況、報酬見積の相当性等を確認し、検討した結果、会計監査人の報
酬額につき会社法第399条第１項の同意を行っております。

② 報酬等の額 49,000千円
③ 当社及び当社子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計金額
　 56,949千円

（注）当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査
報酬の額を区分しておらず、実質的にも区分できないため、これらの合計額を記載しております。

　
（3）非監査業務の内容
　当社は、会計監査人に対して、公認会計士法第２条第１項の業務以外の業務（非監査業務）と
して、業務効率化・労務管理体制構築支援業務に対する対価及び社内研修業務に対する対価を支
払っております。
　
（4）会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
　当社監査役会は、会計監査人の独立性、品質管理及び監査体制等を勘案し、会計監査人の変更
が必要と認める場合には、当該会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定し、当社
取締役会にその旨を通知するものとし、当社取締役会はかかる議案を株主総会に提出いたしま
す。
　また、会計監査人が会社法第340条第１項に定める事由に該当する状況にある場合には、当社
監査役会は当該会計監査人の解任を検討し、解任が妥当と認められる場合には、監査役全員の同
意に基づき会計監査人を解任いたします。
　この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会において、会計監
査人を解任した旨とその理由を報告いたします。
　
（5）責任限定契約の概要
　当社と会計監査人である有限責任監査法人トーマツは、会社法第427条第１項の契約を締結し
ております。当該契約の内容の概要は次のとおりであります。
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① 有限責任監査法人トーマツの本契約の履行に伴い生じた当社の損害は、有限責任監査法人
トーマツに悪意又は重大な過失があった場合を除き、1,000万円又は有限責任監査法人ト
ーマツの会計監査人としての在職中に報酬その他の職務執行の対価として当社から受け、
若しくは受けるべき財産上の利益の額の事業年度ごとの合計額のうち最も高い額に二を乗
じて得た額のいずれか高い額をもって、当社に対する損害賠償責任の限度とする。

② 有限責任監査法人トーマツの行為が①の要件を充足するか否かについては、当社がこれを
判断し、速やかに有限責任監査法人トーマツに結果を通知するものとする。

　
5. 業務の適正を確保するための体制及び運用状況の概要
　

　当社は平成27年７月17日開催の取締役会において、平成27年５月１日施行の改正会社法及び
改正会社法施行規則の改正内容に基づいて、内部統制システムの基本方針の一部改定を決議いた
しました。改定後の内容は、次のとおりであります。
(1) 当社及び各子会社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す
るための体制
① 当社及び各子会社の取締役及び使用人を対象に、行動規範の周知徹底を継続して行うとと
もに、コンプライアンスガイドラインを制定し、法令、定款、社内規程、社会通念及び企
業理念等、職務の執行にあたり遵守すべき具体的な事項について、当社及び各子会社から
成る当社グループ全体の理解を深め、当社グループにおけるコンプライアンスを確保する
ための体制を構築する。その一環として、当社に、当社グループの取締役（社外取締役を
除く。）及び使用人を対象としたコンプライアンス等に関するeラーニング等による社内研
修制度を構築し、実施する。

② 当社グループにおけるコンプライアンス体制及びリスク管理体制を推進するために、当社
に、当社の代表取締役を委員長とし、当社の取締役及び監査役、各子会社の代表取締役社
長を委員とする「コンプライアンス・リスク委員会」を設置し、コンプライアンス及びリ
スクに関する重要事項の審議を行い、その内容を取締役会及び監査役会に報告する。

③ 当社の取締役の職務執行の適法性を確保するための牽制機能を期待し、当社と利害関係を
有しない社外取締役を選任する。

④ 当社及び各子会社の取締役は、社外で開催されるコンプライアンスに関する各種セミナー
等に出席し、理解を高める。

⑤ 当社グループにおけるコンプライアンスに係る通報機能及び相談機能を強化するため、当
社グループのすべての取締役、監査役及び使用人を対象とする社内通報制度であるヘルプ
ライン「Ｋコール」を設置するとともに、当該通報を行った者に対して不利な取扱いを行
うことを禁止する。
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⑥ 当社グループは、市民社会に脅威を与える反社会的勢力に対して、断固とした対応で、徹
底的にこれを排除し、また付け入る余地を与えないよう配慮する旨を基本方針とする。
当社グループにおける反社会的勢力排除体制としては、対応マニュアル等を制定し、所管
部署を定め運用を行う。また、取引先との間で締結する「取引基本契約書」等では、取引
先が反社会的勢力であることが判明した場合には、契約を解除できる旨の暴力団排除条項
を織込む。
なお、所轄警察署や特殊暴力防止対策連合会等外部機関と連携し、不当要求防止責任者を
選出・配置し、問題発生時には顧問弁護士を通じた社内体制を構築する。

⑦ 他の業務執行部門から独立した当社の内部監査室による内部監査を実施する。内部監査を
通じて当社及び各子会社の内部管理体制の適切性・有効性を検証・評価し、その改善を促
すことにより、当社グループの使用人の職務執行の適正性を確保する。

⑧ 当社の監査役と内部監査室は、毎月連絡会を開催し連携をとり、情報の共有化に努め相互
に監査の効果を高める。

　
(2) 当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する事項
① 取締役会等の議事録や稟議書等、当社の取締役の職務の執行に係る文書その他の情報につ

いては、社内規程等に従い、適切に保存及び管理を行う。
② 当社の取締役及び監査役は、取締役会議事録及び稟議書等の重要な文書を常時閲覧できる
ものとする。

　
(3) 当社及び各子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
① 当社グループにおけるコンプライアンス、災害・環境・情報セキュリティ等に係る個別の
リスクについて、リスクカテゴリーごとに当社及び各子会社の各部門が、それぞれ規程及
びマニュアル等に従い、当社及び各子会社の使用人に対する教育・指導を行うものとす
る。

② 大地震等の大規模災害発生時における対策として、当社グループにおいてグループ横断的
な「大規模災害BCP（事業継続計画）」を策定し、役職員、来訪者等の安全、重要業務の
継続等を確保するための体制を構築する。

③ 当社グループ全体のリスクの認識・リスクの発生の未然防止等の検討をコンプライアン
ス・リスク委員会にて行う。

④ コンプライアンス・リスク委員会にて、リスクマネジメント上重要な課題を審議するとと
もに、当社及び各子会社が連携をとりながら、グループ横断的見地から、リスク管理体制
を整備する。
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⑤ 他の業務執行部門から独立した当社の内部監査室による内部監査を実施する。内部監査を
通じて、当社及び各子会社の内部管理体制の適切性・有効性を検証・評価し、その改善を
促すことにより、リスク管理体制の適正性を確保する。

　
(4) 当社及び各子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
① 当社及び各子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制の
基礎として、当社においては取締役会を毎月開催するとともに、必要に応じて臨時にこれ
を開催するものとし、各子会社においてはその規模等に応じて、定期的に取締役会を開催
し、必要に応じて臨時にこれを開催する体制を構築させる。

② 当社における組織及び職務権限に関する規程を定め、取締役の職務執行に関する基本的職
務・責任権限に関する事項を明確にすることで組織の効率的な運営を図り、各子会社にお
いてもこれに準拠した体制を構築させる。

③ その他社内規程を整備することにより、当社及び各子会社の取締役の職務の効率的な執行
を確保する。

　
（5）各子会社の取締役の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制
① 当社において「関係会社管理規程」を定め、子会社に対する管理を明確にし、子会社管理
部門は各子会社の経営上の重要な事項等について事前に報告を受け、当社及び各子会社に
おいて事前協議を行う。

② 当社の子会社管理部門は、各子会社における次の事項について、当該会社より遅滞なく報
告を受ける。
a. 法令、定款に違反する又はその虞がある事項、及び社内規程、コンプライアンスガイド
ラインに違反する重大な事項

b. 会社に著しく損害を及ぼす虞がある事項
c. 当局検査、外部監査の結果及び当局等から受けた行政処分等の事項
③ グループを横断した会議体を開催し、営業、物流管理、情報システム、財務・経理、人事
その他の経営事項についてグループ横断的な見地から、報告及び検討を行う。

④ 必要に応じて各子会社の代表取締役に当社取締役会への出席を求め、その職務の執行状況
の報告を受ける。
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（6）その他の当社及び子会社からなる企業集団における業務の適正を確保する体制
　上記（1）から（5）に掲げるもののほか、下記事項についての体制を構築する。
① 当社の子会社管理部門において子会社の指導、育成を推進して、企業集団としての業務の
適正性を確保する。

② 当社が、各子会社の管理部門における業務の一部を支援し、日常的に不正・誤謬の発生を
防ぐ。

③ 当社の内部監査室は、取締役会が承認した内部統制評価基本計画書に基づき、当社及び各
子会社に対する監査を実施し、その結果を当社の代表取締役及び監査役会に報告する。

④ 子会社に対し、必要に応じて当社の規程・マニュアル等を提供するとともに管理・監督
し、また必要に応じて教育研修を行う。

　
（7）財務報告の信頼性を確保するための体制
① 当社グループの内外の者がグループの活動を認識する上で、財務報告は極めて重要な情報
であり、財務報告の信頼性を確保することはグループの社会的な信用維持・向上に資する
ことを強く認識し、財務報告に係る内部統制の整備に取り組む。

② 財務報告に係る内部統制の整備に向けた基本的な計画を報告年度単位に作成し、グループ
全体で連携して、連結ベースの財務報告における内部統制の整備を進める。

③ 財務報告に係る内部統制の整備状況及び運用状況は、評価対象業務から独立し、かつ内部
統制の整備及び評価に精通した内部監査室によって評価する。

　
（8）当社の監査役がその職務を補助すべき使用人を求めた場合における当該使用人に関する事

項、同使用人の当社の取締役からの独立性に関する事項及び同使用人に対する当社の監査役
の指示の実効性の確保に関する事項

① 監査役の業務補助のため、監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合
には遅滞なく、監査役スタッフ等の監査役を補助する使用人を置く。当該使用人が他部署
の使用人を兼務する場合は、監査役に係る業務を優先するものとする。

② 監査役を補助する使用人に対する指揮命令権限はその業務を補助する範囲内において監査
役又は監査役会に帰属するものとし、取締役及びその他使用人は、監査役を補助する使用
人に対し指揮命令権限を有しない。

③ 監査役を補助する使用人の人事異動、人事評価、懲罰等の決定については、事前に常勤監
査役の同意を必要とする。
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（9）当社及び各子会社の取締役及び使用人並びに各子会社の監査役が当社の監査役に報告するた
めの体制、並びに報告したことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための
体制

① 当社の監査役は、取締役会、コンプライアンス・リスク委員会のほか重要な会議に出席
し、業務執行状況並びにコンプライアンス体制及びリスク管理体制の報告を受ける。

② 前記の重要な会議に付議されない重要な稟議書及び報告書等について、当社の監査役は閲
覧し、必要に応じ内容の説明を受ける。

③ 当社の取締役及び使用人は、次の事項を遅滞なく、当社の監査役へ報告するものとし、各
子会社においてもこれに準拠した体制を構築させる。
a. 法令、定款に違反する又はその虞がある事項、及び社内規程、コンプライアンスガイド
ラインに違反する重大な事項

b. 会社に著しく損害を及ぼす虞がある事項
c. 当局検査、外部監査の結果及び当局等から受けた行政処分等の事項
d. その他業務遂行上必要と判断した事項

④ 当社の内部監査室は、その実施した当社グループにおける内部監査の結果（内部統制シス
テムの状況を含む）を当社の監査役へ報告する。

⑤ 当社の取締役及び使用人は、当社グループのすべての取締役、監査役及び使用人を対象と
する社内通報制度であるヘルプライン「Ｋコール」にて受けた通報の内容を、当社の監査
役へ報告する。

⑥ 当社の監査役は、各子会社の監査役と連携し、定期的に又は随時、各子会社の監査役から
その監査状況及び各子会社の取締役及び使用人から受けた報告の内容等について報告を受
ける。

⑦ 当社の監査役へ報告を行った当社グループの取締役、監査役及び使用人に対して不利な取
扱いを行うことを禁止する。

　
（10）当社の監査役の職務執行について生ずる費用等に関する事項

　監査役がその職務の執行について必要な費用の支出等については、監査役が必要と考え
る金額を適正に予算措置するとともに、予算措置時に想定していなかった費用の請求をし
たときは、当該請求が当該監査役の職務執行に必要でないことが明らかである場合を除
き、速やかに当該費用又は債務の処理をする。

　
（11）その他当社の監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
① 監査役会は、監査役監査に関する基準及び基本事項を規定し、監査役監査の円滑かつ効果
的な実施を図ることを目的とした規則を定める。
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② 代表取締役は、当社が対処すべき課題、監査役監査の環境整備の状況、監査上の重要課題
について、監査役と定期的に意見の交換を行い、相互の認識を深めるよう努める。

③ 監査役は、当社の会計監査人から会計内容について適宜説明を受けるとともに、情報交換
を行うなど連携を図る。

④ 取締役は、監査役の職務遂行にあたり監査役が必要と認めた場合には、弁護士等外部専門
家との連携を図れるよう配慮する。

⑤ 当社の監査役と各子会社の監査役は、互いに連携を図り、定期的に当社グループの監査役
連絡会等を開催するなどして、情報の共有化に努め相互に監査の効果を高める。

　
（当該体制の運用状況の概要）
業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は次のとおりです。

（1）業務執行体制
「組織規程」、「業務分掌規程」及び「職務権限規程」に基づき、担当取締役及び各所管部
門がそれぞれ分掌された業務をその権限の範囲において執行しております。また、職務の執
行の過程で生じる文書その他の情報については、「文書管理規程」、「稟議規程」及び「機密
漏洩防止規程」に基づき保存、管理しております。
当事業年度においては、定例取締役会を毎月１回、臨時取締役会を計６回開催し、定例報

告確認事項のほか、取締役会決議事項とされる重要項目について審議・決定するとともに、
取締役の職務執行状況等のモニタリングを実施いたしました。
当社の子会社に対しては、「関係会社管理規程」に基づき、経営企画部が窓口となり、各
所管部署が子会社の管理部門に対する継続的な指導及び支援を行っております。また、子会
社の代表取締役に対して、毎月、その職務の執行状況等についての月次報告を行うよう求
め、子会社に対するモニタリングを実施いたしました。当該月次報告は当社の定例取締役会
の場にて報告を求め審議しておりましたが、より密な議論を行うため、10月以降、新たに
設置し毎月開催する経営会議（当社の代表取締役社長その他の常勤取締役及び各子会社の代
表取締役にて構成。）の場にて報告を求め審議しております（報告の内容及び審議の結果に
ついては、当社の常勤取締役より当社の取締役会へ報告しております。）。

（2）コンプライアンス・リスク管理体制、財務報告の信頼性の確保
　当社は行動規範として「コンプライアンスガイドライン」（http://www.medius.co.jp/
csr.pdf）を策定しており、その継続的な周知徹底のため、社内研修としてグループの取締
役（社外取締役を除く）及び使用人を対象に、コンプライアンスガイドラインの読み合せ、
内部統制・リスク管理に関する基本的知識の習得等の研修（全６回）を実施しております。
代表取締役社長を委員長とし、当社取締役及び監査役並びに各子会社の代表取締役を委員
とする「コンプライアンス・リスク委員会」を四半期に１回開催し、社内通報制度「Ｋコー
ル」の通報内容を含むコンプライアンス及びリスクに関する事項についての報告・検討を実
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施しております。
代表取締役社長直轄の内部監査室が、年間内部監査計画（内部統制評価基本計画書及び通
常内部監査基本計画書）に基づきグループ各社に対する内部監査を実施し、統制環境、統制
活動等の状況についてモニタリングを実施しております。

（3）反社会的勢力排除への取り組み
所管部署を人事総務部と定め、反社会的勢力排除を目的とした公益社団法人への加入・情
報交換を行うほか、お取引様との契約書などに反社会的勢力排除に関する記載を盛り込むと
ともに、「反社排除に関するチェックマニュアル」に基づき契約先が反社会的勢力でないこ
との調査（取引開始時及び半期ごとの定期実施）等を実施しております。

（4）監査役関連
　常勤監査役の監査補助及び監査役会の事務局業務を行う使用人を選任しております（他の
業務との兼務）。当該業務については常勤監査役が直接指示を行っております。また当該使
用人の人事評価については常勤監査役より同意を得ております。
　代表取締役、担当取締役及び各本部長による会議その他の重要な会議については、その開
催時期等を通知して、常勤監査役が当該会議に出席する機会を確保しております。また、内
部監査の結果その他業務遂行上重要な事項について、漏れなく常勤監査役に対して報告して
おります。
　当事業年度においては、監査役会の場において、代表取締役社長と監査役との相互認識を
深めるための意見交換を行いました。
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連結貸借対照表（平成28年６月30日現在）
（単位：千円）

　

科 目 金 額 科 目 金 額
資 産 の 部 負 債 の 部
流 動 資 産 40,248,784 流 動 負 債 35,915,649
現金及び預金 5,596,624 支払手形及び買掛金 29,450,349
受取手形及び売掛金 27,193,532 短期借入金 4,809,879
リース投資資産 36,263 未払法人税等 314,463
商品及び製品 5,808,251 その他 1,340,956
原材料及び貯蔵品 11,004 固 定 負 債 2,730,907
繰延税金資産 97,933 長期借入金 1,102,794
その他 1,512,118 繰延税金負債 342,886
貸倒引当金 △6,943 退職給付に係る負債 888,925
固 定 資 産 7,688,203 資産除去債務 24,949
有形固定資産 2,887,684 その他 371,351
建物及び構築物 872,032 負債合計 38,646,556
工具、器具及び備品 234,484 純 資 産 の 部
土地 1,669,491 株 主 資 本 8,692,946
その他 111,675 資本金 1,285,270
無形固定資産 783,814 資本剰余金 1,395,240
のれん 180,855 利益剰余金 6,012,672
その他 602,958 自己株式 △237
投資その他の資産 4,016,704 その他の包括利益累計額 597,484
投資有価証券 2,239,838 その他有価証券評価差額金 714,514
繰延税金資産 351,764 退職給付に係る調整累計額 △117,029
その他 1,490,762
貸倒引当金 △65,660 純資産合計 9,290,431
資産合計 47,936,988 負債純資産合計 47,936,988

宝印刷株式会社 2016年08月29日 16時41分 $FOLDER; 27ページ （Tess 1.40(64) 20140530_01）



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

計
算
書
類
等

監
査
報
告
書

株
主
総
会
参
考
書
類

28

連結損益計算書（平成27年７月１日から平成28年６月30日まで）
（単位：千円）

　

科 目 金 額
売上高 158,400,395
売上原価 142,329,198

売上総利益 16,071,197
販売費及び一般管理費 15,083,498

営業利益 987,699
営業外収益
受取利息 2,967
受取配当金 61,812
仕入割引 395,617
受取手数料 52,311
その他 52,026 564,734

営業外費用
支払利息 56,388
その他 46,606 102,995
経常利益 1,449,437

特別利益
固定資産売却益 5,475
投資有価証券売却益 11 5,486

特別損失
固定資産売却損 1,093
固定資産除却損 677
減損損失 5,750
投資有価証券評価損 2,599 10,120

税金等調整前当期純利益 1,444,803
法人税、住民税及び事業税 575,067
法人税等調整額 △30,177 544,890
当期純利益 899,912
親会社株主に帰属する当期純利益 899,912
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貸借対照表（平成28年６月30日現在）
（単位：千円）

　

科 目 金 額 科 目 金 額
資 産 の 部 負 債 の 部
流 動 資 産 7,385,687 流 動 負 債 7,500,814
現金及び預金 909,326 買掛金 2,935,382
売掛金 1,608 短期借入金 4,330,136
原材料及び貯蔵品 1,119 リース債務 16,511
前払費用 15,409 未払金 159,935
繰延税金資産 1,405 未払費用 7,402
立替金 6,348,407 未払法人税等 5,100
その他 108,409 前受金 25,026
固 定 資 産 6,773,716 預り金 14,857
有形固定資産 162,019 その他 6,463
建物 12,809 固 定 負 債 1,251,911
工具、器具及び備品 14,060 長期借入金 708,624
土地 71,332 リース債務 40,354
リース資産 63,817 繰延税金負債 266,020
無形固定資産 475,764 退職給付引当金 500
ソフトウェア 474,411 債務保証損失引当金 160,970
その他 1,352 資産除去債務 8,698
投資その他の資産 6,135,932 その他 66,743
投資有価証券 1,522,326 負債合計 8,752,726
関係会社株式 4,431,099 純 資 産 の 部
関係会社長期貸付金 88,949 株 主 資 本 4,810,064
長期前払費用 2,244 資本金 1,285,270
その他 91,313 資本剰余金 3,023,194

資本準備金 493,982
その他資本剰余金 2,529,212
利益剰余金 501,836
利益準備金 91,748
その他利益剰余金 410,088
繰越利益剰余金 410,088
自己株式 △237
評価・換算差額等 596,613
その他有価証券評価差額金 596,613

純資産合計 5,406,677
資産合計 14,159,404 負債純資産合計 14,159,404

宝印刷株式会社 2016年08月29日 16時41分 $FOLDER; 29ページ （Tess 1.40(64) 20140530_01）



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

計
算
書
類
等

監
査
報
告
書

株
主
総
会
参
考
書
類

30

損益計算書（平成27年７月１日から平成28年６月30日まで）
（単位：千円）

　

科 目 金 額
売上高
経営管理料 512,217
業務受託料 625,690
関係会社受取配当金 450,367 1,588,275

売上原価
業務受託原価 444,390 444,390
売上総利益 1,143,885

販売費及び一般管理費 946,447
営業利益 197,437

営業外収益
受取利息 740
受取配当金 9,509
仕入割引 362,856
その他 5,943 379,049

営業外費用
支払利息 47,644
その他 47 47,692
経常利益 528,793

特別損失
固定資産除却損 13
債務保証損失引当金繰入額 157,641 157,655

税引前当期純利益 371,138
法人税、住民税及び事業税 3,314
法人税等調整額 29,439 32,754
当期純利益 338,384
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本
　

独立監査人の監査報告書

平成28年８月10日

メディアスホールディングス株式会社
取締役会 御中

有限責任監査法人 トーマツ

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 谷 津 良 明 ㊞

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 大須賀 壮人 ㊞

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、メディアスホールディングス株式会社の平成27年７月１日から平成28
年６月30日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書、連
結計算書類の作成のための基本となる重要な事項及びその他の注記について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示す

ることにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と
判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにあ

る。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人
に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実
施することを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人
の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的
は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適
切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採
用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討する
ことが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、メディアス

ホールディングス株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要
な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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会計監査人の監査報告書 謄本
　

独立監査人の監査報告書

平成28年８月10日

メディアスホールディングス株式会社
取締役会 御中

有限責任監査法人 トーマツ

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 谷 津 良 明 ㊞

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 大須賀 壮人 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、メディアスホールディングス株式会社の平成27年７月１日から
平成28年６月30日までの第７期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計
方針及びその他の注記並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成

し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細書に対する意見を表

明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準
は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を
策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続
は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択
及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実
施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統
制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め
全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

て、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認
める。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告書 謄本
　

監 査 報 告 書
　当監査役会は、平成27年７月１日から平成28年６月30日までの第７期事業年度の取締役の職務の執行に
関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告い
たします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

（1）監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告
を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説
明を求めました。

（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締
役、内部監査室その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるととも
に、以下の方法で監査を実施しました。
① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を
受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及
び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎
通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。
② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体
制その他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び
第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制
（内部統制システム）の状況を監視及び検証いたしました。なお、財務報告に係る内部統制について
は、取締役等及び有限責任監査法人トーマツから当該内部統制の評価及び監査の状況について報告を
受け、必要に応じて説明を求めました。
③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するととも
に、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、
会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各
号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って
整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。
　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損
益計算書、株主資本等変動計算書）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損
益計算書、連結株主資本等変動計算書）について検討いたしました。
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２．監査の結果

（1）事業報告等の監査結果

① 事業報告は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められま
せん。
③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制シス
テムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、財務報告に係る内部統制を含
め、指摘すべき事項は認められません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果

会計監査人 有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）連結計算書類の監査結果

会計監査人 有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

平成28年８月22日

メディアスホールディングス株式会社監査役会

常勤監査役 小 林 勝 美 ㊞

監 査 役 大 澤 恒 夫 ㊞

監 査 役 武 内 秀 明 ㊞

監 査 役 寺 井 宏 隆 ㊞

監 査 役 桑 原 和 明 ㊞

【注】監査役 大澤恒夫、監査役 武内秀明、監査役 寺井宏隆及び監査役 桑原和明は会社法第２条第16号及
び第335条第３項に定める社外監査役であります。

　
　

以 上
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第１号議案 剰余金の処分の件
　株主配当金につきましては、中長期にわたる経営基盤の強化と事業拡大に必要な内部留保を確
保しつつ、その成長に応じた成果の配分を実施することを基本方針としております。
　当期につきましては、かかる方針を踏まえ１株につき普通配当金80円とさせて頂きたく存じ
ます。
　

期末配当に関する事項
（1）配当財産の種類

金銭
（2）株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当社普通株式１株につき金80円 総額259,371,360円
（3）剰余金の配当が効力を生じる日

平成28年９月23日

第２号議案 定款一部変更の件
１． 提案の理由

　取締役の経営責任をより明確にし、経営環境の変化に迅速に対応できる経営体制を構築
するため、取締役の任期を２年から１年に変更することとし、現行定款第21条（任期）に
ついて所要の変更を行うものであります。また、これに伴い、任期の調整に関する同条第
２項を削除するものであります。

２． 変更の内容
　変更の内容は、次のとおりであります。

（下線は変更部分を示します。）
現行定款 変更案

（任期）
第２１条 取締役の任期は、選任後２年以内に終了す

る事業年度のうち最終のものに関する定時株
主総会の終結の時までとする。
2.増員又は補欠として選任された取締役の任
期は、在任取締役の任期の満了すべき時まで
とする。

（任期）
第２１条 取締役の任期は、選任後１年以内に終了す

る事業年度のうち最終のものに関する定時株
主総会の終結の時までとする。

（削 除）
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第３号議案 取締役９名選任の件
　取締役９名全員は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、取締役９名の選任をお
願いするものであります。
　取締役候補者は、次のとおりであります。
　

候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位及び担当並びに重要な兼職の状況

所 有 す る
当 社 の
株 式 の 数

１
池
い け や
谷　保

や す ひ こ
彦

（昭和29年１月16日）

昭和51年４月 村中医療器㈱入社
昭和53年６月 協和医科器械㈱入社
平成３年８月 同社取締役営業部長兼浜松支店長
平成６年７月 同社常務取締役営業本部長
平成７年８月 ㈱オズ取締役（現任）
平成９年８月 協和医科器械㈱常務取締役東海営業本部長
平成12年10月 ㈱エヌエイチエス静岡取締役（現任）
平成13年９月 協和医科器械㈱代表取締役社長
平成21年７月 当社代表取締役社長（現任）
平成22年５月 ㈱ケー・エス・ピー・ディ（現：メディアスソ

リューション㈱）取締役（現任）
平成22年７月 ㈱栗原医療器械店取締役（現任）
平成22年９月 協和医科器械㈱取締役

当社社長執行役員（現任）
平成23年９月 協和医科器械㈱取締役会長
平成25年２月 ㈱イケヤ代表取締役社長（現任）
平成26年９月 協和医科器械㈱取締役（現任）

90,334株

【取締役候補者として選任した理由】
池谷保彦氏は、当社の代表取締役として経営を担っており、経営全般における豊富な業務経験と幅広い知見に
基づき、当社及び当社グループ全体の業績向上を牽引しております。コーポレートガバナンスの強化と持続的
な企業価値向上に努め、経営の重要事項の決定及び業務執行に対する監督など適切な役割を果たしていること
から、引き続き取締役候補者としたものであります。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位及び担当並びに重要な兼職の状況

所 有 す る
当 社 の
株 式 の 数

２
栗
く り ば ら
原　 勝

まさる

（昭和45年９月21日）

平成２年４月 ㈱栗原医療器械店入社
平成４年４月 ヴィッカースメディカルインターナショナル入

社
平成６年８月 日本コーリン㈱（現：オムロン コーリン㈱）

入社
平成11年４月 ボストン・サイエンティフィックジャパン㈱入

社
平成13年５月 ㈱栗原医療器械店入社
平成16年８月 同社取締役（現任）
平成21年８月 ㈱メディカルバイオサイエンス取締役（現任）
平成21年９月 ㈱エム・ケー取締役（現任）
平成22年９月 当社取締役（現任）
平成25年９月 ㈱栗原医療器械店専務執行役員
平成26年９月 ㈱ジオット取締役（現任）
平成27年９月 当社常務執行役員営業管理統括本部長（現任）

16,800株

【取締役候補者として選任した理由】
栗原勝氏は、医療機器販売事業の営業部門における豊富な経験に基づく高い見識を有しております。当社及び
当社グループの事業拡大と持続的な企業価値向上に努め、経営の重要事項の決定及び業務執行に対する監督な
ど適切な役割を果たしていることから、引き続き取締役候補者としたものであります。

３
芥
あくたがわ
川　浩

ひ ろ ゆ き
之

（昭和42年８月19日）

平成３年４月 臼井国際産業㈱入社
平成３年11月 協和医科器械㈱入社
平成15年７月 同社経理部長
平成21年７月 当社管理本部長兼経理部長
平成22年９月 ㈱ケー・エス・ピー・ディ（現：メディアスソ

リューション㈱）取締役
平成22年10月 当社執行役員経営推進本部長兼経営企画部長
平成25年５月 ㈱秋田医科器械店取締役
平成26年９月 当社取締役（現任）
平成27年９月 当社常務執行役員経営推進本部長兼経営企画部

長（現任）

6,000株

【取締役候補者として選任した理由】
芥川浩之氏は、経営管理部門における豊富な経験に基づく高い見識を有しております。当社及び当社グループ
管理の推進と持続的な企業価値向上に努め、経営の重要事項の決定及び業務執行に対する監督など適切な役割
を果たしていることから、引き続き取締役候補者としたものであります。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位及び担当並びに重要な兼職の状況

所 有 す る
当 社 の
株 式 の 数

４
梅
う め ざ わ
澤　 悟

さとる

（昭和29年２月７日）

昭和52年２月 ㈱栗原医療器械店入社
昭和58年２月 同社取締役
平成６年２月 スター・プロダクト㈱監査役
平成11年７月 ㈱メディカルバイオサイエンス取締役（現任）
平成13年８月 ㈱栗原医療器械店常務取締役
平成17年８月 同社代表取締役社長（現任）
平成22年９月 当社取締役（現任）

当社専務執行役員（現任）
平成25年９月 ㈱栗原医療器械店社長執行役員（現任）
平成26年９月 ㈱秋田医科器械店取締役（現任）

88,800株

【取締役候補者として選任した理由】
梅澤悟氏は、当社の重要な子会社である株式会社栗原医療器械店において代表取締役として当社グループの中
心的役割を担っております。候補者の豊富な経験や知見を当社取締役会において活かすことにより、取締役会
の意思決定機能や監督機能の実効性強化が期待できるため、引き続き取締役候補者としたものであります。

５
平
ひ ら の
野　 清

きよし

（昭和27年３月28日）

昭和42年３月 協和医科器械㈱入社
平成２年７月 同社山梨営業所（現：甲府支店）長
平成７年７月 同社沼津支店長
平成11年７月 ㈱オズ営業本部長
平成16年９月 同社執行役員
平成17年９月 同社代表取締役
平成17年10月 協和医科器械㈱執行役員
平成19年９月 同社取締役

同社常務執行役員営業統括本部長
㈱オズ取締役（現任）

平成21年７月 協和医科器械㈱専務取締役
同社専務執行役員営業統括本部長
当社取締役（現任）

平成21年９月 協和医科器械㈱愛知営業本部長
平成22年９月 同社代表取締役社長執行役員（現任）

当社専務執行役員（現任）

16,100株

【取締役候補者として選任した理由】
平野清氏は、当社の重要な子会社である協和医科器械株式会社において代表取締役として当社グループの中心
的役割を担っております。候補者の豊富な経験や知見を当社取締役会において活かすことにより、取締役会の
意思決定機能や監督機能の実効性強化が期待できるため、引き続き取締役候補者としたものであります。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位及び担当並びに重要な兼職の状況

所 有 す る
当 社 の
株 式 の 数

６
野
の な か
中　治

は る お
男

（昭和31年６月10日）

昭和54年４月 荒田自動車工業㈱入社
昭和55年12月 協和医科器械㈱入社
平成11年７月 同社沼津支店長
平成15年７月 同社執行役員

同社マーケティング本部長
平成22年９月 当社取締役（現任）

当社常務執行役員
平成22年10月 当社経営管理統括本部長兼営業推進本部長
平成24年９月 当社経営管理統括本部長
平成25年11月 CARNA MEDICAL DATABASE PVT.LTD. 取

締役
平成26年９月 当社営業管理統括本部長
平成27年９月 ㈱栗原医療器械店取締役副社長執行役員（現

任）

21,200株

【取締役候補者として選任した理由】
野中治男氏は、当社の取締役常務執行役員、経営管理統括本部長、営業管理統括本部長を歴任し、現在は当社
の重要な子会社である株式会社栗原医療器械店において取締役副社長執行役員としてコンプライアンスの強化
等に携わっております。候補者の豊富な経験や知見を当社取締役会において活かすことにより、取締役会の意
思決定機能や監督機能の実効性強化が期待できるため、引き続き取締役候補者としたものであります。

７
遠
と お や ま
山　峰

み ね き
輝

（昭和40年10月24日）

平成３年４月 マッキンゼー・アンド・カンパニー入社
平成12年５月 ㈱メディカルクリエイト代表取締役社長
平成14年９月 協和医科器械㈱取締役
平成16年２月 ㈱先端機能画像医療研究センター取締役
平成17年12月 ㈱ケア・アソシエイツ（現：㈱アルテディア）

代表取締役ＣＥＯ
平成18年11月 ㈱磐梯アルテディアメディカルパートナーズ代

表取締役
平成19年７月 ㈱メディカルクリエイト代表取締役社長（現

任）
平成21年７月 当社取締役（現任）
平成25年２月 フェアリンク㈱取締役

－

【社外取締役候補者として選任した理由】
遠山峰輝氏は、長年にわたり、医療機器業界に関する職務に携わり、他社の取締役を多数経験しております。
その経歴を通じた幅広い視点からの意見を期待するとともに、同氏の有する豊富な知識と見識を当社の経営に
活かして頂きたいために、社外取締役として選任をお願いするものであります。
【社外取締役候補者が社外取締役に就任してからの年数】
当社社外取締役の在任期間は、本総会終結の時をもって７年２ヵ月であります。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位及び担当並びに重要な兼職の状況

所 有 す る
当 社 の
株 式 の 数

８
信
の ぶ と も
友　浩

こ う い ち
一

（昭和22年１月13日）

昭和46年４月 九州大学医学部助手
昭和53年４月 国立療養所近畿中央病院（現：独立行政法人国

立病院機構近畿中央胸部疾患センター）医師
平成２年４月 国立医療・病院管理研究所（現：国立保健医療

科学院）医療政策研究部長
平成５年４月 国立循環器病センター（現：国立循環器病研究

センター）運営部長
平成８年２月 九州大学大学院（現：国立大学法人九州大学大

学院）教授（医療システム学）兼九州大学医学
部附属病院（現：国立大学法人九州大学医学
部・歯学部・生体防御医学研究所附属病院）副
院長

平成22年４月 福岡市医師会成人病センター院長
特定非営利活動法人よりよい地域医療を応援す
る会代表

平成24年４月 ㈱信友ムラ事務所代表取締役（現任）
平成24年６月 一般社団法人九州大学医学部同窓会監事（現

任）
平成24年９月 当社取締役（現任）
平成27年４月 一般財団法人日本尊厳死協会評議員（現任）

－

【社外取締役候補者として選任した理由】
信友浩一氏は、医師であり、医療関連業界における知識と見識を有しているその経歴を通じて幅広い視点から
の意見を期待するとともに、その知識と見識を当社の経営に活かして頂きたいために、社外取締役として選任
をお願いするものであります。
【社外取締役候補者が社外取締役に就任してからの年数】
当社社外取締役の在任期間は、本総会終結の時をもって４年であります。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位及び担当並びに重要な兼職の状況

所 有 す る
当 社 の
株 式 の 数

９
越
え ち ご
後　純

じ ゅ ん こ
子

（昭和42年10月14日）

平成５年５月 筑波大学附属病院（現：国立大学法人筑波大学
附属病院）研修医

平成８年９月 特殊法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
(現：国立研究開発法人新エネルギー・産業技
術総合開発機構)研究員

平成10年11月 ㈱日立製作所日立総合病院放射線科医員
平成15年７月 特定医療法人つくばセントラル病院(現：社会

医療法人若竹会つくばセントラル病院)放射線
科部長

平成20年９月 新司法試験合格
平成20年11月 新第62期司法修習生
平成22年１月 弁護士登録

国立大学法人金沢大学附属病院特任准教授
平成27年７月 国家公務員共済組合連合会虎の門病院医療安全

部(現任)
平成27年９月 当社取締役（現任）

－

【社外取締役候補者として選任した理由】
越後純子氏は、医師及び弁護士であり、医療関連業界における知識と見識を有しているその経歴を通じて幅広
い視点からの意見を期待するとともに、その知識と見識を当社の経営に活かして頂きたいために、社外取締役
として選任をお願いするものであります。なお、同氏は過去に社外役員となること以外の方法で会社の経営に
関与したことはありませんが、同氏の高い専門性により、社外取締役としての職務を適切に遂行できるものと
判断しております。
【社外取締役候補者が社外取締役に就任してからの年数】
当社社外取締役の在任期間は、本総会終結の時をもって１年であります。

　

（注）１．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
２．遠山峰輝氏、信友浩一氏及び越後純子氏は、社外取締役候補者であります。なお、当社は現在各氏を
株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ており、各氏の再
任が承認された場合、引き続き独立役員として指定する予定であります。

３．社外取締役との責任限定契約について
当社は、社外取締役が期待される役割を十分発揮できるよう、遠山峰輝氏、信友浩一氏及び越後純子
氏との間で、会社法第427条第１項の規定により、任務を怠ったことによる賠償責任を限定する趣旨
の責任限定契約を締結しております。当該契約に基づく賠償の限度額は300万円以上であらかじめ定
めた金額又は法令が規定する額のいずれか高い額であります。各氏の再任が承認された場合、上記責
任限定契約を継続する予定であります。
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第４号議案 監査役１名選任の件
　本総会終結の時をもって、監査役武内秀明氏は任期満了となりますので、監査役１名の選任を
お願いするものであります。
　なお、本議案につきましては、監査役会の同意を得ております。
　監査役候補者は、次のとおりであります。
　

氏 名
（生年月日） 略歴、地位及び重要な兼職の状況

所 有 す る
当 社 の
株 式 の 数

武
た け う ち
内　秀

ひ で あ き
明

（昭和34年５月11日）

昭和59年４月 日揮㈱入社
平成３年10月 司法試験合格
平成４年４月 第46期司法修習生
平成６年４月 弁護士登録

清水直法律事務所入所
平成13年10月 松井・武内法律事務所
平成17年８月 武内法律事務所代表就任（現任）
平成24年９月 当社監査役（現任）
平成25年１月 日本ビジネスシステムズ㈱取締役
平成27年５月 公益財団法人日揮社会福祉財団理事(現任)

公益財団法人日揮・実吉奨学会監事(現任)
平成27年６月 ㈱イチケン取締役(現任)

－

【社外監査役候補者として選任した理由】
武内秀明氏は、長年にわたり、法律に関する職務に携わっており、その経歴を通じて培った専門家としての経
験、見識に基づく監査を期待するとともに、同氏の有する幅広い視点と経験を活かした社外監査役としての業
務執行に対する監査を通し、企業の健全性の確保、及び透明性の高い公正な経営監査体制の確立を期待して社
外監査役としての選任をお願いするものであります。なお、同氏は過去に社外役員となること以外の方法で会
社の経営に関与したことはありませんが、同氏の高い専門性により、社外監査役としての職務を適切に遂行で
きるものと判断しております。
【社外監査役候補者が監査役に就任してからの年数】
当社監査役の在任期間は、本総会終結の時をもって４年であります。

　

（注）１．候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
２．武内秀明氏は、社外監査役候補者であります。なお、当社は現在同氏を株式会社東京証券取引所の定
めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ており、同氏の再任が承認された場合、引き続
き独立役員として指定する予定であります。

３．監査役との責任限定契約について
当社は、監査役が期待される役割を十分発揮できるよう、武内秀明氏との間で、会社法第427条第１
項の規定により、任務を怠ったことによる賠償責任を限定する趣旨の責任限定契約を締結しておりま
す。当該契約に基づく賠償の限度額は200万円以上であらかじめ定めた金額又は法令が規定する額の
いずれか高い額であります。同氏の再任が承認された場合、上記責任限定契約を継続する予定であり
ます。

　

以 上
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株主総会会場案内図
　

　

会 場 東京都千代田区丸の内一丁目８番１号
丸の内トラストタワーＮ館11階
トラストシティ カンファレンス・丸の内
会議室
電話 03（6212）5211

最寄駅 ＪＲ線「東京駅」日本橋口より徒歩１分
地下鉄「大手町駅」B7出口より徒歩２分

「日本橋駅」A3出口より徒歩４分
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